
　　新規・更新　【前回更新日:　　　年　　　月　　　日】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　年　　月　　日　　【有効期間は確認日から1年】

番号 分類 確認内容

必須-1 地区防
住民主体で作成された計画か。計画の推進責任者、避難所のカギ
開け、要配慮者への声掛けなど役割分担が明示されているか。

必須-2 地区防
対象となる地区の範囲が特定されており、また、想定される災害
として土砂災害が念頭に置かれているか。

必須-3 地区防
連絡網や市町村など関係機関への連絡先などが整理されている
か。

必須-4 地区防
土砂災害警戒区域等や過去の土砂災害発生位置など共有するべき
危険な場所の記載があるか。

必須-5 災害時
土砂移動現象及びそのリスクがわかりやすく表現されているか。

必須-6 災害時
避難場所、避難経路が明示され、その場所・経路の危険性の認識
及び回避手法について記載があるか。

必須-7 災害時
避難が困難になった場合の「次善の策」として、被害軽減方法
(垂直避難など)に関する記載があるか。

必須-8 災害時
豪雨時に前兆現象を探すなどの危険な行動をとらないよう促す記
載があるか。

必須-9 平常時
土砂災害の前兆現象についてわかりやすい記載があるか（土石
流、地すべり、がけ崩れ）。

必須-10 平常時
雨量情報や土砂災害警戒情報、避難勧告などの情報入手・共有方
法について明示されているか。

必須-11 平常時
避難勧告などがない場合も含め、避難開始の判断基準に関する記
載など災害時における行動に関する計画があるか。

必須-12 平常時
定期的な避難訓練・講習会の実施など計画内容の地域住民への浸
透に関する記載があるか。

必須-13 平常時
高齢化等を踏まえた地域住民の運動能力や建物・地形等の変化な
どを想定し定期的な見直しの記載があり、更新されているか。

選択-1 災害時
避難行動を共に行う単位（グループ）は検討されているか。

選択-2 平常時
出水期前に専門家と合同で行う巡視などの規程があるか。

選択-3 平常時
過去に土砂災害が発生していない場所がより発生しやすい場合があるこ
とを共有する計画となっているか。

選択-4 平常時
平常時などに現地を歩くなど、実際に避難する際危険が想定される地点
について「注意すべき地点」として共有する取組を行っているか。

選択-5 災害時
避難行動要支援者など避難時などに支援が必要な方への支援方策や
役割が明確になっているか。

選択-6

選択-7
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※ は土砂災害アドバイザーの技術的専門事項。それ以外は技術的専門外の事項。
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